
たねまきから活用まで　　　年間指導計画（科目　フラワーデザイン）

◇は評価方法

月 学習内容 指　導　目　標 主な学習活動 教師の支援・方法 評価の観点

は種 ◎アレンジに使用することを

  考えさせ、適切な草花を選

  ぶことができるようにさせ

  る。

◎は種に関する知識と技術

   を身に付けさせる。

○アレンジに使用するこ

   とを考え、草花を選

   ぶ。

○は種を行う。

◎活動に対する生徒へ

   の意識付けを行い、

   意欲を持たせるよう

   配慮する。

◎は種の方法を実際に

  やって見せ理解させ

  る。

○アレンジに使用できるたね

   を選び、適切な方法では

   種ができる。

            （関心・意欲・態度）

            （知識・理解）

◇作品法・ワークシート

調べ学

習

◎自分の育てる草花の栽培

　 管理、特性等を調べ、今後

   の栽培方法についてまとめ

   させる。

○自分の育てる草花の

   栽培管理、特性等を

   インターネットを活用

    し、今後の栽培方法

   について調べる。

◎ワークシートを用意し、

   どのようなことについ

   て調べるのかを明確

   にする。

○育てていく上で必要な情

   報を集めることができ、栽

   培管理の方法を理解でき

   る。    （関心・意欲・態度）

            （思考・判断）

◇ワークシート

観察① ◎発芽の観察、生育調査を

   正確に行わせ、今後どの

   よな管理が必要になるか

   を考えさせる。

○発芽率を調べ、生育

   調査の目的と方法を

   学習し、実際に測

   定・記録を行う。

○今後必要となる栽培

   管理を考える。

◎発芽率のだしかたを説

   明する。また、どのよう

   な形態でどのような様

   子か、他の草花の発

   芽の様子との違いを確

   認させる。

○観察により、発芽率、生育

　 の様子や形態の特徴につ

   いて適切に表現すること

   ができるとともに、今後の

   栽培管理を考えられる。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇ワークシート

鉢上げ ◎鉢上げの意義を理解さ

   せ、鉢上げに関する知

   識と技術を身に付けさ

   せる。

○鉢上げの目的と方法

   を学習し、実際に鉢

   上げを行う。

◎個々に回り、根を傷め

   ず、スムーズに鉢上げ

   ができるよう支援す

   る。

○適切な方法で鉢上げがで

   き、鉢上げの方法、鉢上

  げを行う理由を説明でき

  る。

  （技能・表現）（知識・理解）

◇作品法・ワークシート

追肥・拡

座

◎追肥の意義について理解

   させ、追肥についての知識

   や技術を身に付けさせる。

○追肥・拡座の目的と方

   法を学習し、実際に行

    う。

◎肥料の置き方、作業内

   容を確認し、追肥・拡

   座の方法について理

   解させる。

○追肥の役割について理解

    し、適切な方法で追肥を

   行うことができる。

     また、概要を説明するこ

   とができる。

  （技能・表現）（知識・理解）

◇作品法・ワークシート

観察②

観察③

観察④

◎各栄養器官・生殖器官の

   観察をさせ、観察をもとに

   生育の様子を理解させ、

   今後の成長と管理作業を

   考えさせる。

○成長の様子、葉の付

   きかた等を観察し、

   生育調査・スケッチす

   る。

○今後の生育や栽培管

   理を考える。

◎ただスケッチするだけ

   でなく、葉の付き方、

   形等草花の特徴を理

   解するよう助言する。

◎花芽が出てきている

   か、どの程度成長した

   かを確認させ、どのく

   らいで収穫になるか見

   通しを立たせる。

◎花の様子、色、形、つ

   きかたを確認し、アレ

   ンジにどのように使用

   するか等考えさせなが

   ら観察させる。

○草花の成長の様子、形態

   の特徴を観察し、ワークシ

   ートに適切に表現すること

   ができるとともに、今後の

   成長や必要となる栽培管

   理を考えられる。

  （技能・表現）（思考・判断）

◇ワークシート
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振り返り

学習①

◎今までの栽培体験をもとに

   栽培に必要な知識や技術

   を振り返り、再構築させる。

○草花の栽培を種まき

   から振り返り、ワーク

   シートにまとめる。

◎草花に必要な栽培管

   理、成長の様子等一

   連の流れを再確認で

   きるようワークシート

   を利用する。

◎今後、教える立場に立

   ったときの資料となる

　 ことを理解させ取り組

   ませる。

○一連の流れをワークシー

   トに分かりやすくまとめる

   ことができ、栽培管理や

   技術について身に付い

   たことを説明することが

   できる。

  （知識・理解）（技能・表現）

◇観察法・ワークシート

収穫・ド

ライ

◎草花生育の様子を考察し、

   適切な収穫時期を理解さ

   せる。

◎ドライフラワーの使い方に

  ついて理解させ、処理方法

  に関する知識や技術を身に

  付けさせる。

○生育の様子から収穫

  適期を理解する。

◎アレンジに使用しやす

   いような収穫の仕方を

   理解させる。

◎乾燥機を使用する方

　 法と自然乾燥によるド

   ライフラワーの作り方

   を理解させる。

○草花の形態を観察し、ア

   レンジにあった収穫をす

   ることができる。

○ドライフラワーの作り方を

  理解し適切な処理を行う

  ことができる。

(技能・表現）（知識・理解）

◇作品法・ワークシート

作品①

タペスト

リー

◎ドライフラワーの扱い方を

  理解させ、ドライフラワーア

  レンジについての知識と技

  術を深める。

○栽培収穫した花を作

   品に利用し、作品を

   作る。

◎どのようにアレンジに

   利用するかを理解さ

   せる。また,作品を作

   ることだけでなく、

   花の形態、色をよく

   見て利用できるよう

   支援する。

○ドライフラワーアレンジに

  ついて理解し、栽培した

  草花を作品に利用するこ

  とができる。

  （知識・理解）（技能・表現）

◇観察法・ワークシート
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一日体

験学習

◎栽培した草花とﾀﾍﾟｽﾄﾘｰに

   ついての知識や技術を振り

  返えさせ、それらを説明する

  ことのできる実践的な態度

  を身に付けさせる。

○今までの学習を生か

   して、タペストリーの説

   明を中学生などに行

　 う。

◎自信を持って発表でき

   るよう事前学習をしっ

   かりとさせ、発表の環

   境を整える。

○作品についてわかりやす

   く、意欲的に説明すること

  ができる。

            （関心・意欲・態度）

◇観察法

ドライフ

ラワー

◎ドライフラワーの扱い方、処

　理方法についての知識を身

　に付けさせる。

○ドライフラワーの作り

  方、扱い方、利用方

  法、飾る場所等につ

  いて学習する。

◎アレンジにどのように

   利用するのか、どの

   ような場所に飾るの

   か等ただアレンジに

   利用することのない

   よう助言する。

○ドライフラワーの作り方、

  処理方法、扱い方を理

  解し、説明することがで

  きる。

                   （知識・理解）

◇観察法

栽培草

花発表

会

◎栽培した草花についての観

　 察内容、栽培方法等をまと

   めさせ、その内容を発表す

   ることのできる態度を身に

   付けさせる。

○栽培した草花につい

  ての発表会を行い、

  情報を共有する。

◎どの生徒も理解できる

   よう写真、ワークシート

   を用意するよう支援す

   る。また、発表の仕方

   についても指導する。

○意欲的な態度で発表に取

   り組み、分かりやすく草花

   についての情報を伝える

   ことができる。

            （関心・意欲・態度）

            （技能・表現）

◇観察法・ワークシート

デザイン

画を考え

る

◎栽培した草花を生かしたデ

   ザイン画を考えさせ、適切

   に表現できる技術を身に

   付けさせる。

○ドライフラワーにした

  草花をどのように作品

　に活かしていくかを考

　え、デザイン画を書く。

◎花の形態、色を生かし

   たデザインになるよう

   助言を行う。

○草花の特徴を捉えたデザ

   インを考え適切に表現す

   ることができる。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇作品法

作品②

時計

◎デザイン画をもとに、草花

   の特徴を生かしたアレンジ

   メントができる技術を身に

   付けさせる。

○デザイン画に基づき、

   栽培収穫した花の

   色、形を活かした作品

　 作りを行う。

◎デザインした作品にで

   きあがるよう支援す

   る。

○デザイン画に基づき、草

   花の特徴を生かした作

   品のを作製することがで

   きる。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇観察法・作品法・ﾜｰｸｼｰﾄ
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発表会 ◎作品の花の使い方、色使

   い等について理解を深め

   させる。

◎作品について考察させ、

   正確に作品の特徴を表現

　 できる態度を身に付けさせ

   る。

○完成した作品につい

   て発表し、他の生徒

   と自分の作品を比較

   しながら、他の生徒

   の色使い、花の使

   用方法について知

   る。

◎自分と他者の花の扱

   い方、色使い等の違

   いについて確認でき

   るよう発表する場の

   環境を整える。

○自分の作品に対する考

   え、草花をどのように活用

   したかについて分かりや

  すく発表することができる。

           （関心・意欲・態度）

           （技能・表現）

◇観察法・自己・他者評価〉

デザイン

画を考え

る

◎前回の作品の反省を活か

    したデザインを考えさせ

   表現することのできる技

   術を身に付けさせる。

○ドライフラワーにした

  草花をどのように作

　品に活 かしていくか

　を考え、デザイン画

　を描く。

◎花の形態、色を活かし

   たデザインになるよう

   助言を行う。

◎小物やラッピング用紙

   にも配慮するようラッピ

   ング用紙やリボン等実

   物を見せ、助言を行

　 う。

○前回より草花の特性を生

   かしたデザインを考えるこ

   とができる。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇作品法・ワークシート

作品③

クリスマ

ス

◎前回の作品の反省を活か

    したアレンジを行わせる。

○デザイン画に基づき、

   栽培収穫した花の

   色、形を活かした作品

　 作りを行う。

◎クリスマスをイメージさ

   せながら、小物の使い

   方等助言を行い、デザ

   インした作品にできあ

   がるよう支援する。

○デザイン画に基づき、前

  回よりも草花の特徴を生

  かした作品を作製でき

  る。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇作品法・ワークシート

発表会 ◎前回の作品と比べさせ、反

   省点をどのようにアレンジ

   に活かせたかを考えさせ、

   発表することのできる態度

   を身に付けさせる。

○完成した作品につい

   て発表し、他の生徒

   と自分の作品を比較

   しながら、他の生徒

   の色使い、花の使

   用方法について知

   る。

◎自分と他者の花の扱

   い方、色使い等の違

   いについて確認でき

   るよう発表する場の

   環境を整える。

○前回の作品との比較を交

   えながら、作品についての

   工夫した点、草花を活用し

   た点について自分なりに

  考えて発表することができ

  る。

  （思考・判断）（技能・表現）

◇観察法・自己・他者評価

振り返り

学習②

◎は種から作品作りまでの流

   れを体系的に理解させ学習

   した知識・技術を再構築さ

   せる。

◎栽培したものをアレンジに

   活用する意義について考

   えさせる。

○栽培から作品作りま

   での流れをワークシ

   ートに沿って振り返

   り、自分で栽培した

  花材を活用する意義

  について考える。

◎振り返り学習を行うこ

   とにより一連の流れ

   を再構築させ、発展

   的な取り組みである

   地域との交流に向け

　 ての意識を高める。

○自分で栽培した草花を活

   用することの意義を考察

   することができる。

                   （思考・判断）

○栽培から活用までを体系

   的にワークシートにまと

   め、栽培管理や作品作り

   を通して身に付いた知識

   や技術の説明をすること

   ができる。

                   （知識・理解）

◇ワークシート

地域との

交流

◎活動内容を考察させ、分か

    りやすく説明することので

    きることのできる能力を身

    に付けさせる。

◎ドライフラワーのアレンジの

   を教えることのできる実践

   的な態度を身に付けさせ

   る。

○地域の人たちに自分

　 たちの作品を見てい

   ただき、生徒が先生

   役になり、草花の栽

   培方法からドライ、

   作品作りまでの流れ

   を説明する。

◎自信を持って指導でき

   るようワークシートをう

   まく活用させる。

○意欲的な態度でドライフラ

   ワーの作り方を地域の方

  々に説明し、アレンジの方

  法を工夫しながら分かりや

  すく教えている。

            （思考・判断）

            （関心・意欲・態度）

◇観察法・ワークシート
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まとめ ◎栽培から活用までの学習を

   振り返らせ、新しい課題に

   ついて考えさせる。

 ◎振り返りシートを活用

　  させ、栽培から活用

　　までの流れを把握で

　　きるよう助言を行う。

      また、達成感、成

    就感を味わえるよ

    う、作品や地域の人

    たちとの交流を思い

    出させ、ワークシー

    トに記入させる。

○草花栽培と草花の活用の

   かかわりに関する課題を

   自分なりに考えることが

   できる。

                   （思考・判断）

◇ワークシート
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